
口演発表について 

 

■発表時間 

①一般演題：    発表５分、質疑応答２分 

②若手研究者賞： 発表６分、質疑応答２分 

③ナイトセッション： 発表８分、質疑応答６分 

④シンポジウム：  発表８分、質疑応答は座長の指示に従ってください。 

※プログラムの円滑な進行のため、座長の先生の指示を優先してください。 

 

■発表形式 

①口演発表はPowerPoint によるPC 発表のみといたします。 

②事務局では液晶プロジェクターとPC（Windows）をご用意いたします。 

 

■発表用データの作成 

①学会場で使用するPC のOS およびアプリケーションは以下の通りです。 

 【Windows】 OS：Windows 7 / PowerPoint 2003 ～ 2010 

②フォントはOS 標準のものでお願いします。 

③画像の解像度はXGA1024 × 768 です。このサイズより大きい場合、スライドの周囲が 

切れてしまいますので、ご注意ください。 

④お持ち込みいただくメディアはCD-R またはUSB フラッシュメモリに保存し、ファイル名 

に演題番号と筆頭演者名を入れてください。 

また、リンクしているデータがあれば必ず同一フォルダに保存してください。 

⑤事前に、データ作成に使用したPC 以外で動作確認を行い、正常に動作することをご確 

  認ください。 

⑥メディアを介したウイルス感染の事例がありますので、最新のウイルス駆除ソフトで事前 

にチェックをお願いします。 

⑦動画を使用される場合は、必ずPC 本体をご持参ください。なお、音声は利用できません 

ので、ご注意ください。 

⑧動画ファイルの容量は50MB 以下になるように編集し、Media Player で再生可能な 

ファイル（拡張子： wmv/avi/mpg）をご持参ください。 

 

■発表データの提出 

①発表セッション開始３０分前までにPC 受付にお越しいただき、試写を行ってください。 

②試写を済まされた後は、発表時間の１０分前までに次演者席にお着きください。 

 

 【メディア持参の場合】 

①ご持参いただけるメディアはCD-R またはUSB フラッシュメモリに限ります。 

②不測の事態に備えて、必ずバックアップデータをご持参ください。 

③PC 受付では発表データの最終確認を行っていただきますが、データの修正等はできま 

せんので、ご注意ください。 

 

 



 【PC 持参の場合】 

①動画やMacintosh をご使用の方は、PC 本体をご持参ください。 

②接続端子はD-sub15 ピンです。異なる形状の出力端子の場合は各自アダプターをご持  

参ください。 

③一部のPC では、本体付属のコネクタが必要な場合がありますので、必ずご持参ください。 

④スクリーンセーバー、省電力設定、スリープ機能は事前に解除しておいてください。 

また、発表者ツールのご使用はご遠慮ください。 

⑤バックアップ用として必ずメディア媒体（CD-R、USB フラッシュメモリ）をご用意ください。 

⑥事前に、外部モニターに正しく出力できることを確認してください。 

⑦AC アダプターは、各自ご持参ください。 

 

■PC 操作 

演台上に設置されている、モニター、キーボード、マウスをご使用ください。原則として、スライ

ド送りは演者ご自身でお願いします。 

 

■座長の先生方へ 

①担当セッション開始１０分前までに次座長席にお着きください。 

②プログラムの円滑な進行のため、ご担当セッションの時間を厳守していただきますよう、ご協

力をお願いいたします。__ 


